
基 研 の 機 構 と 運 営

基 研 武 野 正

基礎物理学研究所は湯川秀樹氏の ノーベル賞受賞を記念 して降ら~れた共 同利

用施設湯川記念館が発展したものであるO溝川記念館は研究所設立の一年前昭

和 27年 7月に全国の基礎物理学研究者07共同利用施設として京都大学に設置

されたO これがわが国に於ける韓立の共同利用の研究施設の最初のものであるO

その組綾は図式的転以下の如pく寿 ぐこ七が出来る｡
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運営委員会は研究所の運営に関する重要事項 (例えば人事)に就て,所長の

諮問に応ずることを任務 としてお り,学内委員 8名と学外委員8名とが組織 に

当っている . 学外季員は済習として,素磯 子論専門家 4名,物性論専門家 2名,

学識経験者 2名からな､り,所長が日本学術会議の原子核特別委員会委貞長 と,
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物性小委員会委員長に推薦を依頼して決定している｡ 学内委員はあとで述べる

協議員会で決められている,J運営委員会は年 5日開かれている.,

研究部員会は研究部員 ,運営委員.,所員によって構成されている O 研究部員

は素粒子論関係 (第一研究部) 20名,物性論関係 (第二研究部) 10名か ら

成 り,それぞれの研究 グループから選出され,任期 2年で半数が毎年交代 する｡

物性論関係の研究部員の選出は,物性 100人香員が 5名を連記すると云 う間

接選挙の形式を煎っている｡ 研究部員会頭はト年 5回運営委員会の直前に開か

れ,共同利用のための研究計画の決定,基礎物埋学研究所のあ り方,基礎物理

学の研究 を進めるに当 っての問題等に就て意見を述べる場 となってい､る｡ 研究

部員会寂の決定はす ぐあとで開かれる運営委員会で推認すると云 う形式をとっ

ているO

協畜員会は ,大学の各学部教授会に相当するものと云 うことが出来る｡ 即研

究所の重要事項を審議することを目的 としているが,運営賓員会の決定を導電

して運営 されているO 構成は,研究所の教授,助教授 と所長が萎嘱 した京大教

授叉は助教授 (併任 も含む)若干名から成 っているく)助手はオブザーバーとし

て参加 している｡

所員は専任 と併任 とから成る O 専任教官には,研究者蘭の申 し合せを尊重 し

て,原則として再任の許されない任期がついているO (ただし所長は除 く)O

教授,助教授の任期は 5±2年,助手の任期は 5±1.5年であるO床用はすべ

て公募によっている｡ 併任教授は任期 1年であ り,更新が可能である｡

全国の物性物理学研究者に直積関連 した問題は , 物性論開係の研究部員の穐

戒であろ うと思われる. 以下昭和 5-2年 より昭和 44年迄に (但 し事情により

52, 55年度分不明)選出された物性論関係研究部員合計 41名に関する統

計資料を記し,読者の参考にしたい()

1. 専門別に よる分類

1A 物性理論 プロパーと思われる人 - 55,人

1B 実験物理関係の人 - 7人

1C 主 として生物物理関係 と思われる人 - 1人

2. 研究部負になった回数による分類

2A 4回 - 5人 (内訳 ;1A :5人,他なし)
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2B ･S･回′i- 5人 (内訳 ;1A :

2C 2回 - 1′0人 (内訳 ;.1A :

2D l回 - 25人 (内訳 ;.1A_:

5. 卒業年次による分類

･15A_昭和15年以革

5B 昭和 _6.年 ÷ 昭和 20年 -

5C 昭和 21年 - 昭和 25年 -

5D 昭和 26年 一 昭和 5口年 -

うE 昭和 51年 - 昭和 55年 -

5F 昭春56年以降

4. 所属による分類

4A 東 -大 - 12名

4B 阪 大 - 6名

4C 東北大 - 5名

4Ⅰ〕 九 大 - 4名

4Tu 北 大 - 2名

4F' 東工大 - 2名

4G 名 大 - 2名

4冒 京 大 - 2名

4工 他はすべて夫々1名

5. 地域による分類

5A 東 京 -

5B 大 阪 -

5C イ山 台 -

5D 福 岡 -

5_E 札 幌 -

5F 名古屋 -

5G 京 都 -

5H 広 島 -
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以上物性論関係研究部員の内容の分類を試みた｡ 共同利用研究所としての基

礎物理学研究所が寅に全国物性物理学研究者のための施設として利用されるた

めには.研究部員の構成がひろく研究分野,年令,所属,地域等にわたって,

なるべ くかたよらないことが必要であろ うと思われる｡基研設立後十数年闇に

わたって選出されて来た物性関係研究部員の内容に関して,上記の条件がみた

されているかどうかは読者の御判断におまかせする次第である｡
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